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●『 日 本 史 総 覧 コ ン パ ク ト 版 Ⅰ 』 新 人 物 往 来 社、
１９９１年４月
●杉本忠氏「讖緯説の起源及び發逹（一）」（『史學』第
十三卷第二號所収、１９３４年８月）
●全浩天氏『朝鮮からみた古代日本』株式会社　未來社、
１９９１年２月
●『大漢和辞典』修訂第二版、大修館書店
●国立国会図書館所蔵本「大智度論　一」（林氏幸宿花
溪居士 活字印、寛永１７年刊）請求記号　WA７―
１０８
●国立国会図書館所蔵本「二十巻本　倭名類聚鈔」
●『世界大百科事典』初版、平凡社
●国立国会図書館所蔵本「法苑珠林」法苑珠林出版所、
請求記号　１０―２２
●『理科年表　平成３０年　第９１冊』丸善出版株式会社、
２０１７年１１月
●三品彰英氏撰『三国遺事考証　上』塙書房、１９７５
年５月
●守屋美都雄氏訳注『荊楚歳時記』東洋文庫３２４、株
式会社　平凡社、２００９年１２月
●和田雄治氏「慶州瞻星臺の記」（『天文月報』第貮卷第
拾一號所収、１９１０年２月）
66
『三国遺事』に於ける災害対処の文化論
注記： 本稿に於いて使用、参照した和暦と西暦との対照
は、『日本文化総合年表』（岩波書店、１９９０年
３月）、『日本史総覧コンパクト版Ⅰ』（新人物往来社、
１９９１年４月）の「天皇一覧」、に基づいた。
　尚、本稿では、必要に応じ、読者に依る円滑な
理解を助ける目的に於いて、筆者が以前に発表し
た複数の論稿内の内容や文等を、必要最小限度内
で、その一部分を引用、編集、加工し、使用して
いる部分が存在することを明示しておく。
　その場合には、「註」に於いて該当箇所を明示した。
筆者に依る当該分野に関する先行論稿一覧：
「国の終焉と災異記事―『三国遺事』に見る百済国の崩壊
予兆」〔『融合』（中央大学学員会支部　学外大学教授白門
会）第３０号所収、３２～３６頁、２０１９年２月〕
「韓半島に於ける対災異認識と災害対処の文化　―『三国
遺事』前半部に見る事例の検証を中心として」〔『新潟産
業大学経済学部紀要』（新潟産業大学経済学部）第５４号
所収、７１～８９頁、２０１９年１０月〕
「韓半島に於ける対災異認識と災害対処の文化　―『三国
遺事』後半部に見る事例の検証を中心として」（『新潟産
業大学経済学部紀要』第５４号所収、９１～１２１頁、
２０１９年１０月）
